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コア試料を採取する際には，それぞれの目的に合わせてコアラーが選ばれる。グラビティ・コ
アラーとは自由落下のみにより採取する方法である。採取できる長さは短いが、堆積物を比較
的乱さずに採取できるという特徴がある。一方、ピストン・コアラーは自由落下に加えて、ピ
ストンの陰圧を利用してより深く貫入させる方法であり、長いコアを採取可能であるが上部の
構造を乱してしまうことが多い。Skinner and McCave (2003), Szeremeta et al. (2004) は、ピスト
ン・コアでは上部でコアが実際の深さよりも長く採取されるオーバーサンプリングがおきる可
能性を指摘している。このオーバーサンプリングされた部分は、堆積速度のような基本的な情
報をきちんと捉えていない可能性が高い。しかしこれまで、同じ地点で異なる方法で採取され
た堆積物の物性を比較することはほとんどなされてこなかった。そのため試料採取時における
人為的な変形の影響については、あまり議論されていない。
オホーツク海中央部における古地磁気学的研究は、井上(2008, 修論) により、「みらい」

MR0604 航海で採取された3本のピストン・コア試料PC5, PC6, PC7 を用いて行われた。その結果
、これら3 本のコアの古地磁気強度を，酸素同位体比によって年代が決まっている北大西洋の
ODP Site 983 (Channell et al., 1998) の古地磁気強度と対比することにより、過去約54 万年間の詳
細な年代が推定された。「よこすか」YK0712 航海では、表層の堆積物をより確実に採取するた
め、グラビティ・コアラーを用いてMR0604 航海の3 本の試料と同地点でGC01, GC07, GC08 が
採取された。本研究ではピストン・コア試料と同じ地点で採取された3 本のグラビティ・コア試
料について、磁化率とその異方性を用いることでコア採取時に起きる問題を評価する。

Fig. 2   磁化率異方性における最大軸 (K1) 

の偏角：サンプル座標系

Fig. 1 磁化率異方性における最大軸 (K1) 

の偏角：地理座標系

YK0712 航海の3 本のグラビティ・コアの磁化率
測定を行なった。そしてこのコア試料とMR0604 航
海のピストン・コア試料を比較した結果、ピストン
・コアでは最上部が採取されておらず、一方その直
下ではオーバーサンプリング(PC7)、もしくはアン
ダーサンプリング(PC5, PC6)していることが判明し
た。また、古地磁気偏角を用いて地理座標系で表し
たときの、磁化率異方性における最大軸(K1) の偏角
は、グラビティ・コアとピストン・コアは同じ地点
で採取されたため、古流向を表すとすれば同じ向き
に集中することが予想される。しかし地理座標系で
のK1 の偏角は一致せず(Fig.1)、サンプル座標系で
はGC1, GC8, GC9 はコア半割面に対して平行、PC5, 

PC6, PC7 はコア半割面に対し垂直方向を示した
(Fig.2)。このことは、採取方法による違いが磁化率
異方性に人為的な影響として表われていることを示
す。そのため海底堆積物の磁化率異方性が必ずしも
堆積環境を保存しているとは限らず、人為的な影響
のチェックが必要である。 （座長；山田安美）
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